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一一ユーザーのリポート

メラ HFOJベンチレーター

西村匡司

MERA HFOJ Ventilator は高頻度換気法用の新

しい呼吸器である。独立して使用できる HFO部分と

IPPV部分からなり jetventilation (JV)， high fre. 

quency jet ventilation (HFJV)， high frequency P9s， 

itive pressure ventilation (HFPPV)， intermittent 

positive pressure ventilation (IPPV)を一台の装置で

行える機能を備えている。さらに IPPV に HFO を

superimposeさせることもできる。駆動源は O2，airま

たは 02/air混合ガスである。 HFO部分は I/E比1/1

が固定となっていて，周波数 (Hz)と workingpres-

sure (WP， kg/cmりを設定するだけで操作は極めて簡単

である。周波数は 3~40Hz， WP は O~5kg/cm2で無

段階調整できる。ただし駆動源の圧が低い場合は WP

も制限され，大阪大学医学部付属病院集中治療部で中央

配管システムのガスを駆動源として使用すると O~2

kgfcm2程度でしか使用できない。 IPPV部分には吸気

時間 (TI)，呼気時間 (TE)，WP， pressure limitの4

つの設定部分がある。TI は O.1~3sec ， TE は O.1~7sec

の範囲で無段階調整ができて 6 回/分~300 回/分の換気

が可能である。以上の HFO部分と IPPV部分は独立し

て作動でき，同時使用も可能である。同時使用の際には

高い駆動源を必要とし当施設の中央配管システムからの

ガスを使用した場合には不可能であった。当施設での使

用例は肺のコンプライアンスが極めて低い症例がほとん

どで，高い WPを必要としたためかもしれない。 HFO，

IPPV両部分ともジェット用Tピースを気管内チューブ

に接続するだけで容易に使用できる。

当施設でこの ventilatorを実際に使用しはじめたの

は本年6月からで症例数も少なく使用経験は乏しU、が7

例の肺コンプライアンスの極めて低u、成人に使用し

例を除いてすべて明らかな Pao2の上昇を認めた。われ

われの使用経験は成人例に限られているが以下簡単に利

点及び欠点を列挙してみた。
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利点

1. 回路が単純であり，操作も簡単であり使いやすい。

2. 回路のコンプライアンスが低く回路死腔も非常に少

ない。このためコンプライアンスの低い肺の患者への

使用にも適している。

3. WPがかなりの範囲で無段階に調整でき患者肺の

コンプライアンスにあわせ柔軟な設定が可能である。

4. 広範囲の周波数〈呼吸数〉が確実に得られる。

5. 多数の呼吸様式が一台で行え，前二者とあわせ種々

の状態の患者に使用できる。

6. 静かである。これは警報などの音に注意しなければ

ならない ICUにおいては大きなメ リットである。

欠点

1. Jet cannulaより噴出されるガスが気道に与える圧

の測定ができない。 WPと気道内圧の関係も不明で，

高い WPで使用した場合には気道内圧が測定できな

いこともあり barotraumaの危険が否定できない。

2. Venturi効果を利用して加湿できるようになってい

るが， WPをあげるとポンプでおさねばならなくな

る。加温もできない。

3. バクテリアフィノレターがない。

4. 回数を増すとともにダイヤルの少しの動きで周波数

が大きくかわり意図通りの設定が困難である。

5. Ventilator 1台にジェット用Tピースが 1個しか

ついていないし，こわれやすい。

以上欠点を列挙したが，これらは他の jetventilator 

にも共通するものがほとんどである。

以上 MERAHFOJ Ventilator は成人に対する使

用にも十分耐えうるものであり，従来の換気法では呼吸

管理が不可能な症例でも呼吸状態が著明に改善される場

合もあり，使用法によっては強力な手段になりえるもの

と思う。


